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12
月
３
〜
14
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
海
外
メ
デ
ィ
ア
本

邦
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ

や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
15
人
を
日
本

に
招
き
、
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
・
管
理
技
術
、

中
小
企
業
の
海
外
展
開
、Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を

取
材
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
最
も
高
い
関
心
を
示
し
た
の
が
、
日
本

の
輸
送
イ
ン
フ
ラ
関
連
技
術
で
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

１
日
１
６
０
０
万
人
以
上
も
の
乗
客
が
利
用
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
に
正
確
で
安
全
な
運
行

を
実
現
す
る
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ

東
日
本
）。
そ
の
運
営
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
維
持

管
理
の
技
術
に
つ
い
て
、「
自
分
た
ち
の
国
も
見
習

い
た
い
」
と
、多
く
の
質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

0203
「
国
際
協
力
中
学
生・高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」

入
賞
者
発
表

　

２
０
１
３
年
１
月
、日
本
政
府
は「
外
貨
返

済
型
円
借
款
」を
導
入
し
ま
し
た
。

　

円
借
款
は
、技
術
協
力
、無
償
資
金
協
力

と
と
も
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
ス
キ
ー
ム
の
一つ
。

開
発
途
上
国
に
比
較
的
緩
や
か
な
条
件
で
開

発
資
金
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
、水
、電
力
、

運
輸
交
通
な
ど
の
経
済
社
会
基
盤
の
整
備
か

ら
、感
染
症
対
策
や
環
境
保
全
ま
で
、多
様

化
す
る
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
向
け
て
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ま
で
円
借
款
の
貸
し
付
け
は

円
建
て
で
行
わ
れ
、返
済
通
貨
も
円
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。つ
ま
り
、借
入
国
側
は
返

済
の
た
び
に
円
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、外
国
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
リ
ス
ク
に

つ
い
て
の
懸
念
を
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
、こ
の
１
月
か
ら
、円

借
款
の
返
済
が
米
ド
ル
建
て
で
も
可
能
と
な

る
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

従
来
米
ド
ル
を
軸
に
対
外
債
務
管
理
を
行
っ

て
き
た
国
や
、港
湾
や
空
港
な
ど
米
ド
ル
建

て
の
収
入
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
な
ど
に
お
い

て
は
返
済
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、同
制

度
の
積
極
的
な
活
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま

た
、円
借
款
の
魅
力
が
向
上
す
る
こ
と
で
、イ

ン
フ
ラ
事
業
を
強
み
と
す
る
日
本
企
業
の
海

外
進
出
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
の
新
制
度
の
導
入
に
向
け

て
、２
０
１
１
年
６
月
、委
員
会
の
設
立
に
加

え
て
、企
画
部
を
中
心
と
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
立
ち
上
げ
、商
品
設
計
、新
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
た
準
備
、通
貨
ス
ワ
ッ
プ
を
含
む
米

ド
ル
資
金
の
調
達
や
管
理
の
方
法
、会
計
処

理
方
法
、リ
ス
ク
管
理
な
ど
の
詳
細
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

円
借
款
で
円
以
外
の
通
貨
を
取
り
扱
う
の

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
。円
借

款
が
よ
り
効
果
的
な
開
発
の
手
法
と
し
て
、

借
入
国
に
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
国
際
協
力
中

学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」。

海
外
在
住
者
も
含
め
た
日
本
の
中
学
生
・
高
校
生

が
、
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
を
通
じ
て
、
世
界
と
日
本
の
つ

な
が
り
や
開
発
途
上
国
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
一
人
一
人
が
ど
う
行
動
す
べ
き
か
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
中
学
生
の
部
は
４
万
４
４
５
９
点
、
高
校

生
の
部
は
２
万
８
７
３
６
点
、
総
勢
７
万
３
１
９
５
点

の
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

〔
中
学
生
の
部
〕

●
岐
阜
市
立
長
森
南
中
学
校
３
年　

柳
原
未
奈
さ
ん

　
「
瞳
の
輝
き
」

●
松
山
市
立
北
中
学
校
３
年　

白
石
南
名
聖
さ
ん

　
「
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
」

外貨返済型の円借款の導入で、より効果的な支援を目指す 01

円借款で建設を支援したスリランカの港（上）とインドネシアの地熱発電
所（下）。新制度の導入により、国づくりの基盤となるインフラ整備の促
進を目指す

　

ま
た
、
海
外
展
開
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の
例

と
し
て
、
電
動
バ
イ
ク
製
造
販
売
の
株
式
会
社
テ
ラ

モ
ー
タ
ー
ズ
、
水
質
浄
化
剤
を
製
造
販
売
す
る
日

本
ポ
リ
グ
ル
株
式

会
社
な
ど
を
取

材
。
参
加
者
は
、

「
日
本
の
技
術
は

途
上
国
の
課
題
解

決
に
大
い
に
役
立

つ
。
世
界
各
地
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
拡

大
し
て
ほ
し
い
」と

期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

●
神
戸
市
立
歌
敷
山
中
学
校
１
年

　

大
須
賀
詩
織
さ
ん

　
「
一
本
の
釣
り
糸
か
ら
」

〔
高
校
生
の
部
〕

●L
e
ste
r B
. P
e
a
rso
n
 U
n
ite
d
 W
o
rld
 

C
ollege of the P

acific 

３
年　

奥
谷
紘
子
さ
ん

　
「
未
来
を
創
る
支
援
」

●
聖
霊
女
子
短
期
大
学
付
属
高
等
学
校
３
年

　

石
岡
沙
保
さ
ん

　
「
未
来
の
担
い
手
と
し
て
」

●
静
岡
県
立
清
水
東
高
等
学
校
３
年

　

城
内
香
葉
さ
ん

　
「
繋
が
っ
て
い
く
」

　

そ
の
他
の
受
賞
者
一
覧
は
、
J
I
C
A
地
球
ひ
ろ

ば
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/hiroba/m

enu/essay/
index.htm

l

途
上
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
の
技
術
を
取
材

ＪＲ東日本総合車両センターで車両点検の
現場を取材する海外メディアの記者


